
編集後記
今年度は投稿論文として、原著論文 1、研究ノート 1、実践報告 2、注釈 1の 5本を掲

載した。昨年度は原著論文 2、研究ノート 1、実践報告 2である。2014年 3月発行の第 30

号あたりから投稿本数はおおむね 6本前後、ほとんど 100ページ以内、2019年 3月の 35

号は 75ページ、その前年の 34号は 67ページというのが現状である。査読制度を取り入

れる直前の 28号は論文等 18、380ページを超える大冊。27号も論文等 12、250ページほ

どである。査読制度は投稿を抑制する方向で働いているかもしれない。検討を要する。

なお、今回、編集責任者の無能のため、初校の段階で校正の域を超える加筆訂正が有

り、協和印刷に多大のご負担をお願いした。なんとか間に合わせてくださった協和印刷に

厚く御礼申し上げる。
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